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はじめに
　東京湾西部にある国土交通省関東地方整備局横浜港湾

空港技術調査事務所（以下，横浜技調と略記）では沿岸

部の開発や保全に関わる調査研究が行われている。それ

らの調査研究の中で，これまで生物調査がいくつか行わ

れてきた。その例として敷地内にある海水導入池や護岸

沿いの敷地に隣接した付着生物相の調査等が挙げられる

（西ほか , 2008）。その生物相調査の中で希少種や外来
種，汚濁指標種などがみつかり，また，生物多様性の変

遷についても議論されている（西ほか , 2009a）。横浜港
を含む東京湾沿岸部においては，沿岸開発による環境悪

化に伴い，人工干潟を造成し，環境を改善していこうと

いう活動が近年盛んに行われている。横浜技調構内でも

生物の生息環境に配慮した人工干潟を用いた環境共生型

護岸「潮彩の渚」を造成し，その場での生物群集の遷移

などを追跡調査している（横浜港湾空港技術調査事務所 , 
2009）。この潮彩の渚では一般参加型調査が行われるこ
ともあり，生物の生息環境に配慮した環境共生型護岸の

造成とその普及を目的としている（横浜港湾空港技術調

査事務所 , 2009）。今回，この護岸の人工干潟部とその周
辺の生物相を調べ，人工干潟等の評価の際に有益と思わ

れるデータを広く提供しようという目的で調査を行った。

今回の調査結果と周辺海域における過去のデータを比較

し，人工干潟の生物相とその多様性について考察した。

　近年の沿岸域計画の中でミティゲーションを基調とした

新たな環境保障の概念に基づき，沿岸域を人と自然の持続

可能な発展の場としてとらえる動きがある（水環境創造研

究会 , 1997）。ミティゲーションは何らかの開発行為を行
う際，環境への影響を事前に評価し，いくつかの定義（島崎・

北条 , 1997の 226ページ (1)～ (5)）のいずれか，あるい
はそれらの組み合わせによって，その影響を解消すること

を開発者に求めている（島崎・北条 , 1997）。その中で，「代

替しうる資源または環境を提供するか，またはそれらと置

き換えることによって影響を代償すること」という項目が

ある。この項目に従って事業計画を立てると仮定すると，

なんらかの沿岸開発が行われて沿岸の干潟等が失われてし

まうことが想定された場合に，代替としての人工干潟を新

たに造成し，その人工干潟が失われた干潟と同等の環境価

値を有することが望ましい，と解釈できる。本報告では人

工干潟とその周辺の底生生物を調査した結果を述べる。そ

の結果を基に，今後，代替地としての人工干潟の造成が行

われた際にどのような種類が出現することが予想されるの

か，それは横浜港を含む東京湾の干潟や浅海の生物多様性

としてどのように評価されるのか，最後に考察した。

調査地と方法
　調査地点は横浜市神奈川区橋本町 2-1-14にある横浜技
調の人工干潟を用いた環境共生型護岸「潮彩の渚」とそ

の周辺（図 1）である。人工干潟は奥行き約 50m，幅約
20m，上中下段に山砂が用いられ，上段は L. W. L.（Low 
Water Level; 朔望平均干潮面）から +1m，中段は L. 
W. L. から +0.5m，下段は L. W. L. から±0mの高さ
にある（横浜港湾空港技術調査事務所 , 2009）。調査日は
2009年 3月 17日，4月 10日，6月 8日，7月 22日，
8月 5日，9月 18日で，干潟上で採泥をし，底生生物を
選別した。また，同日に干潟付近の付着生物相を剥ぎ取

りにより採取し，室内で同定を行った。採泥は潮彩の渚

の上中下段それぞれ3地点で，25cm四方を約15cm掘り，
砂泥を採集した後，1mm目の篩でふるい，生物を採集し
た。各段での個体数調査は 7月に行った。選別した底生
生物は 10%海水フォルマリンで固定し，後に 70%アル
コール中で保存した。多毛類の同定にあたっては西・田中

（2007）と西ほか（2009a, b）を参考にし，イトゴカイ
科の一部には Blake et al. (2009) の最新の研究成果に基
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着生物群集，干潟両方から採集されたのはアシナガゴカ

イ，オトヒメゴカイ科の 1種，イトサシバの 3種，干潟
からのみ採集されたのは 26種であった。軟体類（二枚
貝類，巻貝類）では，付着生物群集にのみ出現したのは

ウスカラシオツガイとイガイダマシの 2種で，コウロエ
ンカワヒバリガイとムラサキイガイ，ミドリイガイ，ホ

トトギスガイの 4種は両方から，干潟からは 19種が採
集された。甲殻類では 3種のフジツボ類は付着生物群集
のみから採集され，ケフサイソガニとイソガニは両方か

ら，干潟上からのみ採集されたのは 10種であった（表 1）。
　今回の春から夏期にかけての調査で，干潟上における

出現種の季節性は少なかった。出現種の構成はほとんど

変化がなく，各種の個体数の増減や成長がみとめられる

ものの，優占種もほぼ一定であった。わずかに干潟中段

でホトトギスガイやムラサキイガイなどによるマットの

形成が 7月から 9月にかけて見られ，そのマットの下に
嫌気的な環境下で生存可能なミズヒキゴカイとコケゴカ

イを中心とした多毛類群集が発達したのみで，それ以外

では各種の出現パターンは 6ヶ月間，ほぼ同様であった。

考　察
　横浜技調の「潮彩の渚」の人工干潟部は横浜沿岸の他の

干潟と異なり，一般の立ち入りが制限されており，人為的

攪乱はほとんどない。そのような干潟では，アサリやマテ

ガイなどの水産重要種が採捕されることがなく，学術的な

調査の一環としてわずかな個体数が採集されているのみで

ある。このような干潟においては，アサリやマテガイ，シ

オフキなどが多産し，また，出現種数も多く，個体数も多い。

このような攪乱のない干潟における多様性は，潮干狩り客

による攪乱が顕著な横浜野島海岸における生物調査（西ほ

か , 2004, 2007）の結果と比較すると，種数の面で 2～ 5
倍，個体数の面で 2～ 10倍程度の開きがある。
　横浜技調の人工干潟が造成される前に同敷地内の海水

図 1.横浜技調周辺と調査地の「潮彩の渚」の人工干潟 .

づいて同定を行った。今回の調査では個体数が特に多く，

大型の種を多く含み，干潟周辺で目につきやすい多毛類，

二枚貝類，巻貝類，甲殻類に注目して調査を行った。

結　果
　潮彩の渚からは多毛類が 26種，二枚貝類が 15種，巻
貝類が 4種，甲殻類が 10種採集された（表 1）。上段の最
上部ではコメツキガニとともに，アサリ，シオフキ，イソ

シジミ，カガミガイ，ホンビノスガイ，ヤマトカワゴカイ

が観察された。上段の下部ではコメツキガ二を除く上記 7
種に加えて，ソトオリガイやマテガイが採集された。中段

からは上段で出現した種のうちのコメツキガニを除く 9種
に加えて，アシナガゴカイやコケゴカイ，ミズヒキゴカイ，

アラムシロなどが多く出現した。下段では中段とほぼ同じ

種組成であるが，わずかに出現種数が多くなり，スベスベ

ハネエラスピオやイトゴカイ，チヨノハナガイやシズクガ

イなどが新たに出現した。上段ではアサリやシオフキ，ヤ

マトカワゴカイを優占種とする個体数のあまり多くない群

集構造が見られ，中段と下段では二枚貝類とミズヒキゴカ

イやコケゴカイを優占種とする群集構造が見られた。7月
に行った採泥 1回あたり（25cm四方）の種数では上段で
1～ 4，中段で 5～ 10，下段で 5～ 12種であった（表
2）。同月における単位面積（1m四方）あたりの総個体数
では中段と下段が多く，多毛類と軟体類がほとんどを占め

る。個々の種で個体数が多いのは多毛類ではミズヒキゴカ

イとコケゴカイ，ドロオニスピオ，軟体類ではアサリとシ

オフキガイであった。中段ではホトトギスガイのマットが

観察され，その大きさは直径 10cm程度のものから 30cm
四方のものまであった。ホトトギスガイのマットの下は嫌

気層が発達し，ミズヒキゴカイとコケゴカイが優占してい

た。下段では種数は中段より多いものの，優占種の個体数

や出現種の総個体数ではほぼ同じであった（表 2）。
　多毛類では 5種が付着生物群集のみから採集され，付
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表 1.横浜技調の潮彩の渚干潟とその周辺において観察された底生生物
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導入池やアマモ植栽地において，西ほか（2008）によ
る底生生物調査が行われている。その報告と比較すると，

海水導入池で観察された多毛類 5種や甲殻類 3種，軟体
類 2種はすべて今回調査した人工干潟でも観察された。
アマモ植栽地で観察された多毛類や甲殻類等（総計 41
種，ヨコエビ類やイソギンチャク類も含む）も，一部の

移動性の種類（タイワンガザミなど）を除き，人工干潟

から確認された。底生生物の種組成はほとんど変わらず，

わずかに有機汚濁指標種の軟体類や多毛類が新たに確認

された。個体数の面では，人工干潟では攪乱がないこと

や底質の嫌気化に伴う一部の軟体類（アサリやマテガイ

など）や有機汚濁指標種の多毛類（ミズヒキゴカイやコ

ケゴカイなど）の顕著な優占がみられたが，2005年の
海水導入池周辺やアマモ植栽地では一部の種による優占

は観察されなかった。

　横浜技調の沖合を含む横浜港みなとみらい新港地区浅

海で小市ほか（2009）により採泥器を用いた底生生物
調査が行われている。それによると 6月と 9月に二枚
貝類 7種，巻貝類 1種，多毛類 7種の計 15種の出現が
確認されている。この 15種のうち，アシビキツバサゴ
カイとタケフシゴカイ科の 1種以外は横浜技調の人工
干潟上から採集されている（表 1）。みなとみらい新港
地区の底質はほとんどが汚染された汚泥であり，出現し

た底生生物 15種中 7種が有機汚濁指標種であることか
ら汚濁が進んでいることが指摘されている（小市ほか , 
2009）。この新港地区と比較すると，人工干潟上の生物
多様性は高く維持されている。この多様性が維持されて

いる要因の一つに，底質が砂であることが考えられる。

小市ほか（2009）は，新港地区内で浚渫覆砂した地点
とその周辺の未覆砂地点の底質や水質環境の比較を行っ

ている。それによると浚渫覆砂区では底質中の有機物

含量が未覆砂区より少なく，有機汚濁指標である COD
値も未覆砂区より低くなっていた（小市ほか，2009）。
砂分率も浚渫覆砂区で 64～ 84%，未覆砂区で約 3～
20%と覆砂工事の効果が維持されており，浚渫覆砂区
では未覆砂区より底質の状態が良くなっている。横浜技

調の人工干潟は港湾内に覆砂を行って新たに造成された

砂泥底であり，新港地区の浚渫覆砂後の底質に相当する

と思われる。覆砂した地点は新港地区でも横浜技調の人

工干潟でも砂分率が高く，新たに造成された人工干潟で

は未だ有機汚濁が進んでいないことから，今回のような

底生生物の高い多様性が観察されたと思われる。

　小市ほか（2009）では浚渫覆砂により底質の改善が行
われ，覆砂の効果が見られるにもかかわらず底生生物の多

様性が回復していないことが報告されている。未覆砂の

地点では生物そのものが採集されないこともあり，浚渫

覆砂した地点でも有機汚濁指標種が優占していた（小市

ほか , 2009）。新港地区では 1994年から 1998年に浚渫
覆砂工事が行われており，小市ほか（2009）の調査は約
10年以上経過した地点についてのものである。覆砂によ
り底質の改善は可能な場合もあるが，時間の経過に伴い，

底生生物の多様性が低下していった可能性がある。横浜

技調の人工干潟でも，造成直後の 1，2年（本調査）に観
察された生物多様性は，底質の変化（有機汚濁の進行等）

に敏感に反応して変化していく可能性がある。その可能性

を示唆する研究例として，小市ほか（2008）による本牧沖，
根岸湾，金沢湾の底生生物を含む環境調査がある。本牧沖

や根岸湾の浅海では泥分率が高く，COD値も高く，汚染
泥が広がっており，底生生物もほとんど出現しない。他方，

金沢湾内では砂分率が高く，汚染泥も少なく，底生生物に

おいても有機汚濁指標種の出現がみられるものの種数も

豊富で高い多様性が観察された（小市ほか , 2008）。小市
ほか（2008, 2009）により調査された地点は潮間帯や潮
下帯ではなく，水深 2～ 20m程度の浅海であるため，底
生生物の分布を一概に比較できるものではない。しかし，

砂分率や CODなど有機汚濁の指標を加味しながら，人
工干潟の沖合に位置する地点との生物相の比較は可能で

あろう。今回の調査では人工干潟上とその周辺に高い生

物多様性が観察されたが，それは他の干潟と異なり人為

的攪乱がほとんどないこと，造成した後，あまり時間が

経過しておらず，覆砂した後に良好な底質が維持されて

いるために今回のような結果になったと考えられる。

　今回の調査では以下の 6種の汚濁指標種が確認された：
チヨノハナガイ，スベスベハネエラスピオ，イトゴカイ，

コアシギボシイソメ，アシナガゴカイ，ハナオカカギゴカ

イ。これらの指標種は東京湾内の干潟や浅海では普通に見

いだされる種であり（例えば小市ほか , 2008, 2009; 西ほ
か , 2009a），この干潟において出現したことが即座にこ
の海域の汚濁が進んでいると結論づけられるものではな

い。ただ，これらの指標種が優占することがあり，汚濁指

標種のみが見られる地点もあることから，有機汚濁の進

行状況を注視する必要性が高まっているものと思われる。

　今回，観察された外来種は以下の 10種である：アシ
ナガゴカイ，ホンビノスガイ，ミドリイガイ，ムラサキ

イガイ，シマメノウフネガイ，コウロエンカワヒバリガ

イ，イガイダマシ，ウスカラシオツガイ，アメリカフジ

ツボ，イッカククモガニ。ホンビノスガイは横浜港内

表 2．7月 22日における出現種数（/625cm2）
と個体数（/m2），優占種の個体数（/m2）

上中下段の値はそれぞれ 3回ずつ採集した平均値．
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で定着していることが確認されており（西ほか , 2008, 
2009），今回も殻長2.0～5.0mmの個体が多く採集され，
横浜沿岸の干潟で定着し続けていることが確認された。

　本調査結果を基に，ミティゲーションによる代替地と

しての人工干潟の価値と効果として以下の 4つが考えら
れる。

（1）砂分が多く（＝泥分が少なく），嫌気層が発達しな
ければ，多様性の高い生物群集が見られる確率が高い。

（2）潮干狩りなどの過剰な人為的攪乱がなければ，水
産重要種の貝類資源の増加が期待できる。

（3）すでに横浜港内には多くの外来種の分布が確認さ
れているため，外来種の侵入を防ぐことは困難である。

（4）失われてきた沿岸環境中に生息したであろう希少
種の避難場所としての利用。

（1）と（2）は底質の管理と場の利用の問題であり，適
切な管理のもとで干潟を維持していくことは十分に可能

であろう。（3）の外来種に関しては，侵入を完全に防ぐ
ことは難しく，対象地の環境攪乱の程度とその場所への

適応力の差で，在来種より優位となる場合があり，新た

な造成地等で外来種が優占する単調な群集ができる可能

性がある。干潟上の外来大型貝類であるホンビノスガイ

やムラサキイガイなどを選択して人為的に駆除するなど

の対策が必要なのかもしれない。（4）の希少種に関して
は，近年，干潟では個体数が減少しているツバサゴカイ

が本調査で 1個体観察された。東京湾にはこの他にもト
ビハゼの日本最北の個体群など希少な底生生物が残され

ている。管理された干潟で希少種の個体群を維持してい

く取り組みも今後必要であろう。ツバサゴカイのように

偶発的な分布確認に基づき，周囲の一定区画を保全した

り，トビハゼの実験的な導入により，個体群の維持が可

能なのかどうかの検証を行うなど，ミティゲーションに

よる代替地としての人工干潟の付加価値を高める調査研

究が今後の課題である。
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